
杉並区労働組合総連合
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TEL FAX 5941－5332

昨
年
は
歴
史
を
大
き
く
動
か
す
こ

と
が
起
こ
り
ま
し
た
。

沖
縄
知
事
選
挙
で
は
、
基
地
反
対

の
玉
城
デ
ニ
ー
さ
ん
が
知
事
に
当
選

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
安
倍
首
相
が

執
念
を
燃
や
し
た
憲
法
改
悪
の
発
議

を
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
は

市
民
と
野
党
が
共
闘
し
て
取
り
組
ん

だ
大
き
な
成
果
で
す
。

さ
ら
に
、
安
倍
首
相
が
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
し
た
原
発
輸
出
が
す
べ
て
中
止

か
凍
結
と
な
り
、
原
発
政
策
の
見
直

し
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
世
界
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
て
い
る
事
例
が
数
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は

過
疎
地
太
陽
光
発
電
で
貧
困
克
服
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は
南
北
対
話

が
進
み
ま
し
た
。
戦
争
は
絶
対
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
平
和
の
流

れ
を
、
私
た
ち
も
応
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

昨
年
は
杉
並
で
、
市
民
の
共
闘
に

よ
る
区
民
の
声
が
届
く
区
政
に
し
よ

う
と
、
三
浦
弁
護
士
を
先
頭
に
区
長

選
が
た
た
か
わ
れ
た
こ
と
も
特
筆
さ

れ
る
も
の
で
す
。

第
二
次
安
倍
内
閣
が
推
し
進
め
た
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
も
色
あ
せ
、
実
質
賃

金
は
上
が
ら
ず
、
国
民
の
消
費
支
出

は
回
復
し
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時
、
消

費
税
増
税
な
ん
て
と
ん
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
株
価
も
２
万
円
を
割
り
込
み

ま
し
た
。
年
金
の
保
険
料
を
原
資
と

し
て
株
や
債
券
で
運
用
す
る
年
金
積

立
金
管
理
運
用
独
立
行
行
政
法
人
が
、

２
０
１
８
年
10
月
〜
12
月
の
資
産
運

用
で
14
兆
円
を
超
え
る
損
失
を
発
生

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
試
算
も

あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
安
倍
政
権
が
デ
ー
タ
ー

改
ざ
ん
で
ご
り
押
し
し
た
労
働
法
制

改
悪
問
題
や
、
難
民
入
管
法
改
悪
な

ど
、
働
く
現
場
を
大
き
く
変
え
る
問

題
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
一
斉
地
方
選
、
参
議
院

選
挙
が
あ
る
年
で
す
。
市
民
と
労
働

者
、
野
党
が
共
闘
し
、
安
倍
政
治
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

「
8
時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く
暮

ら
せ
る
賃
金
を
！
」
「
時
給
１
５
０

０
円
が
世
界
の
常
識
で
す
！
」
を
合

言
葉
に
職
場
要
求
を
集
め
て
、
19
春

闘
を
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

教
職
員
の
職
場
で
は
、
先
生
た
ち

が
長
時
間
労
働
で
、
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
う
時
間
が
持
て
な
い
と
悩
ん

で
い
ま
す
。

昨
年
、
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

と
の
懇
談
で
は
、
労
働
相
談
の
内
容

が
、
首
切
り
問
題
か
ら
嫌
が
ら
せ
・

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
1
位
に
変

化
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

杉
並
区
労
連
は
杉
並
一
般
労
働
組

合
と
と
も
に
、
職
場
で
悩
ん
で
い
る

労
働
者
の
問
題
解
決
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

杉
並
区
労
連

議
長

高
田
勝
善

「立つ」…「竜神」による琉球獅子舞（１月３日、井の頭公園）

市民と労働者、野党の共闘実現！ 一人一人が沖縄のようにたたかおう！

19
春
闘
勝
利
に
向
け
新
春
駅
頭
宣
伝
に

立
つ
高
田
議
長
、
村
石
元
事
務
局
長
。

近
藤
、
前
山
各
常
幹
も
。
45
分
で
３
０

０
の
チ
ラ
シ
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布

し
た
（
１
月
７
日
、
荻
窪
駅
北
口
）



１月２１日（月）東京地評自治体キャラバン １５：４５ 杉並区役所

１月２４日（木）杉並区労連旗開き １８：４５ マイタウン阿佐ヶ谷集会所

１月２４日（木）杉並消費税をなくす会宣伝行動 １７：３０ 阿佐ヶ谷駅（毎月24日）

１月２５日（金）区労連常幹会議 １１９：００ 区労連事務所

１月２９日（火）１９国民春闘決起集会 １９：００ 杉並公会堂

２月１５日（金）区労連常幹会議 １１９：００ 区労連事務所

２月１５日（金）杉並革新懇定例宣伝行動 ４：００ 西荻窪駅南口（毎月15日）

２月１６日（土）杉並市民アクション講演会 １４：００ セシオン杉並

２月２１日（木）杉並区労連拡大代表者会議・学習会 １９：００ 阿佐ヶ谷地域区民センター

社会保険庁職員５２５名が不当解雇を強行されて９

年の月日が経ちました。今年は日比谷図書文化会館で

開催され、「旧社会保険庁職員を職場に戻せ！！ 厚

労省は不当解雇を撤回せよ！！」という思いを共有し

た人々が結集し、経験ある職員の職場復帰を訴えまし

た。不当解雇の当事者である闘争団の方々による心の

こもった合唱と訴えが、参加した方々の心に響きまし

た。

不当解雇撤回闘争は、職場を取り戻し、傷つけられ

た名誉を取り戻す運動です。年金記録問題は、年金制

度および運営組織に根差した問題であったにもかかわ

らず、その原因を現場の職員に転嫁し、政治家や組織

の幹部は何ら責任を取っていません。

その一方、最も困難だった社会保険庁の終期に、身

を削って業務に取り組んでいた職員が職を奪われると

いう理不尽な攻撃を仕掛けてきたのです。

国家公務員法による懲戒処分を受けた人は、２年経

てば改めて職員採用に応募することができます。それ

なのに、それよりも軽微な処分を受けた人が９年間も

応募すらできない状況は全くあり得えません。年金の

業務は、年金制度発足からの制度の変遷を熟知し、深

い経験を積み重ねてきたこれらの先輩方の復帰がどう

しても必要です。

裁判では厳しい結果が続いていますが、広く社会に

訴え、一日も早い職場復帰を実現する決意です。皆様

のご支援をよろしくお願いいたします。

（常任幹事 佐藤正史）

「社会保険庁不当解雇撤回
闘争勝利１２．１４決起集
会」が、日比谷図書館にて
開催されました

不当な解雇を撤回させるまで、粘り強くたたかおうと
決意を固め、「団結頑張ろう」を三唱しました

１・２月の３大イベント…誘い合ってご参加を！

19国民春闘決起集会
◆１月２４日（木）18:45～
◆マイタウン阿佐ヶ谷集会所
◆会費2,000円 集まれば勇気

◆１月２９日（火）19:00～
◆杉並公会堂大ホール
◆主催：国民春闘共闘会議

◆２月２１日（木）19:00～
◆阿佐ヶ谷地域区民センター
◆講師 三浦祐哉弁護士（予定）

昨年の学習会から昨年の様子 昨年の決起集会

新 春 旗 開 き 拡 大 代 表 者 会 議


